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漢方の健康堂薬局の店主 長澤昭と申します。  
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◎ｍｓｎ産経ニュース（2013.9.17） 

 

 ○記事のタイトル  

 

   皮膚を保護、アトピー改善 新薬開発に光、京大  

 

 

 ○記事の内容  

 

   皮膚をバリアーし保護するタンパク質の働きを強める化合物を京都大の  

 

  チームが発見、この物質を使ってマウスのアトピー性皮膚炎の症状を改善  

 

  させることに成功し、１６日付の米科学誌電子版に発表した。  

 

   チームによると、アトピー性皮膚炎の治療には炎症を抑える外用薬など  

 

  があるが、皮膚が薄くなったり病原体に感染しやすくなったりする副作用  

 

  が出ることがある。今回の化合物はアレルゲンになる物質を皮膚に取り  

 

  込まないよう作用する。新たな治療薬となる可能性があり、１０年後を  

 

  めどに実用化を目指す。  

 

   アトピー性皮膚炎の患者は、皮膚を保湿し、アレルゲンをブロックする  

 

  タンパク質「フィラグリン」の働きが低下している。チームは千種類以上  

 

  の化合物をそれぞれヒトの皮膚細胞にかけ、人工の有機化合物「ＪＴＣ８  



 

  ０１」がフィラグリンの働きを強めることを突き止めた。  

 

◎来週号からは、「アトピー性皮膚炎フィラグリンと」と題して、３回シリー  

 

 ズでお伝えいたします。  

 

 ２８５号 ３回シリーズの１回目（５月２日発行）  

       １．今回の研究の着眼点と成果  

        （１）フィラグリンは天然保湿因子の供給源  

        （２）今回の研究の着眼点と成果  

 

 短編（科学のよもやま話）第２０２号（５月９日発行）  

       アレルギーマーチ  

 

 ２８６号 ３回シリーズの２回目（５月１６日発行）  

       ２．フィラグリンが減ってしまう原因の一つは、フィラグリン  

         遺伝子の異変  

 

 短編（科学のよもやま話）第２０３号（５月２３日発行）  

       アトピー性皮膚炎の漢方治療  

 

 ２８７号 ３回シリーズの３回目（５月３０日発行）  

       ３．最後に 

 

 

 

以上、今週の内容でした。  
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―[プロフィール]―――――――――――――――――[プロフィール]― 

■長澤 昭（ながさわ あきら）１９５２年 静岡県生まれ  

１９８０年に薬局を創業。  

２０００年、毎日新聞「アミューズ」に、「漢方薬に詳しい薬局」として、  

全国わずか３５店のうちの１店として取り上げられる。  



２００１年、約３００の病名・症状別の「病気別漢方選薬システム}を完 

成させる。 

現在は、当店ＨＰにて公開中 http://www3.ocn.ne.jp/~kenkodo/m-magazine.html 

―――――――――――――――――――――――――――――――――  
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―――――――――――――――――――――――――――――――――  

□注意・免責事項  

◎一般の方向けの内容なので、厳密な医学用語は使用していません。医学  

的な専門性から考えた場合、妥当でない表現があると思いますが、なるべく  

平易な表現を使用するようにしてあります。  

◎個別の健康相談を行うものではありません。  

◎体の状態は個人によって異なっています。現在治療中の方はかかりつけ  

 の主治医と相談をしてください。  

◎ご自分の責任の範囲でご利用ください。記載内容を利用し生じた結果に  

 ついて、当方では責任がとれませんのでご了承ください。  

―――――――――――――――――――――――――――――――――  
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